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文
化
文
政
時
代
（
１
８
０
４
〜
１

８
３
０
）
に
な
る
と
、
化
政
文
化
が

江
戸
を
中
心
に
繁
栄
し
、
江
戸
か
ら

著
名
な
文
人
墨
客
や
学
者
が
日
野
市

域
に
も
訪
れ
、
紀
行
文
や
日
記
に
こ

の
当
時
の
市
域
の
様
子
を
伝
え
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
も
特
に
知
ら
れ
て

い
る
の
が
多
摩
川
流
域
の
村
々
を
普

請
掛
り
勘
定
方
の
役
人
と
し
て
見
回

っ
た
大
田 
南  
畝 
で
、
こ
の
時
仕
事
の

な
ん 
ぽ

合
間
に
、
休
泊
し
た
村
々
の
名
主
や

旧
家
に
伝
わ
る
言
い
伝
え
や
古
文
書

・
古
物
等
を
詳
細
に
書
き
写
し
た
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
「
調
布
日

記
」「
玉
川
砂
利
」「
玉
川 
披  
砂 
」「 
向 

ひ 

さ 

む
こ
う

 
岡  
閑  
話 
」
で
あ
る
。

が
お
か 
か
ん 
わ

　

大
田
南
畝
は
、 
蜀  
山  
人 

し
ょ
く 
さ
ん 
じ
ん

・ 
四  
方  
赤 

よ 

も
の 
あ
か

 
良 
な
ど
と
号
し
、
当
時
の
文
芸
界
に

ら ��
���
��
��
�
��
�	

た 

ば 

み
や
げ

�
�
�
�
�

お
け
る
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
っ

た
の
で
、
彼
の
こ
れ
ら
の
著
書
に
刺

激
さ
れ
て
、
多
摩
地
域
を
は
じ
め
と

す
る
江
戸
近
郊
を
訪
れ
る
文
人
が
多

く
あ
ら
わ
れ
た
。彼
ら
も
ま
た
、南
畝

の
よ
う
に
日
記
や
紀
行
文
を
著
し
、

竹
村
立
義
の
「
百
草
松
連
寺
の
記
」

「
高
尾
山
・
石
老
山
之
記
」、
村
尾 
嘉 か

 
陵 
の
「
嘉
陵
紀
行
」、
富
谷
忠
良
の

り
ょ
う

「
八
王
子
紀
行
」な
ど
が
生
ま
れ
た
。

　

彼
ら
の
ル
ー
ト
は
、
江
戸
か
ら
は

甲
州
道
中
の
日
野
宿
を
通
ら
ず
、
多

摩
川
を
一
ノ
宮
（
多
摩
市
）
で
渡
り
、

松
連
寺
（
現
百
草
園
）
や
高
幡
不
動

尊
を
参
詣
し
、
八
王
子
に
向
か
う
も

の
で
あ
っ
た
。
特
に
松
連
寺
は
当
時

の
住
職
が
、
か
つ
て
こ
の
地
に
あ
っ

た
真
慈
悲
寺
の
宝
物
を
見
せ
た
り
、

境
内
に
さ
ま
ざ
ま
の
工
作
物
を
作
っ

て
景
勝
地
と
し
て 
喧  
伝 
し
た
た
め
訪

け
ん 
で
ん

れ
る
も
の
が
多
く
、
詳
細
な
紀
行
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
日
野
宿
は
日
野

の
渡
し
を
渡
り
日
野
宿
を
通
り
過
ぎ

た
こ
と
を
述
べ
る
程
度
で
、
簡
潔
な

記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
天
保　
１２

年
（
１
８
４
１
）
甲
州
に
向
か
っ
た

画
家
歌
川
広
重
の
「
甲
州
道
中
記
」

に
は
「（
府
中
宿
か
ら
）
日
野
ま
で
２

里
、
甚
だ
長
し
。
玉
河
舟
渡
し
、
日

野
の
原
、
日
野
宿
を
過
ぎ
、
信
州
諏

訪
の
侍
と
連
立
ち
行
く
。
休
み
」
と

の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
文
政

　

年（
１
８
２
８
）に
著
さ
れ
た
「
多

１１波
の
土
産
」
は
日
野
宿
の
記
述
が
比

較
的
多
く
、貴
重
な
記
録
で
あ
る
。著

者
は
江
戸
在
住
の
俳
人
の
よ
う
で
あ

る
こ
と
以
外
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

友
人
４
人
と
高
尾
山
や
多
摩
川
の
清

流
を
め
ざ
し
て
各
地
の
神
社
仏
閣
を

訪
ね
た
道
中
記
で
あ
る
が
、
所
々
で

俳
句
を
詠
み
、挿
絵
も
豊
富
で
あ
る
。

　

８
月　

日
四
ッ
谷
・
新
宿
を
後
に

１４

し
て
先
ず
府
中
宿
に
泊
ま
り
、
こ
こ

か
ら
甲
州

道
中
と
別

れ
、
関
戸

に
向
か

い
、
一
ノ
宮
の
渡
し
を
渡
り
松
連
寺

を
見
物
、
こ
こ
に
１
泊
し
て　

日
に

１６

高
幡
不
動
尊
を
参
詣
、
八
王
子
宿
か

ら
高
尾
山
に
登
る
。
帰
路
は
、
八
王

子
に
下
り
１
泊
、
大
和
田
川
（
浅
川
）

を
渡
り
日
野
原
に
入
る
。
３
町
ほ
ど

行
く
と
「
地
蔵
堂
飯
縄
の
宮
あ
り
、

こ
こ
よ
り
日
野
宿
に
い
た
る
。
家
数

四
百
軒
程
と
い
ふ
」
と
あ
り
日
野
宿

の
記
述
と
な
る
。
こ
の
先
に
は
宝
泉

寺
が
あ
り
、
板
橋
を
越
す
。
両
側
に

は 
機 
を
織
る
家
が
多
い
。
右
に
曲
が

は
た

る
と
祇
園
社
が
あ
り
、
今
日
は
祭
礼

ら
し
く
大
窪
詩
仏
の
手
に
よ
る
「
迎

神
会
」
と
書
い
た
立
派
な 
幟 
旗
８
対

の
ぼ
り

が
立
っ
て
い
る
。
神
殿
に
詣
で
る
と

境
内
に
は
相
撲
場
が
設
け
ら
れ
切
包

の
四
本
柱
が
立
っ
て
い
る
。
本
社
は

４
間
、
奥
殿
は
３
間
ば
か
り
の
白
木

造
り
で
古
び
て
見
え
る
。
拝
殿
・
本

社
と
も
に
彫
り
物
が
面
白
い
。 
傍 
に

そ
ば

筆
塚
が
あ
る
。
ま
だ
新
し
く
同
村
の

人
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
こ
を
過
ぎ
て

日
野
の
渡
し
に
出
る
、
と
あ
っ
て
こ

の
後
船
で
柴
崎
村
（
立
川
市
）
の
普

済
寺
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

　

記
述
に
祇
園
と
あ
る
の
は
、
八
坂

神
社
の
こ
と
で
、
明
治
の
は
じ
め
こ

ろ
ま
で
は
、
８
月　

日
の
八
幡
祭
に

１７

相
撲
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
一
行
は

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
に
通
っ
た
の
で
あ

る
。
幟
を
書
い
た
大
窪
詩
仏
は
、
江

戸
の
著
名
な
漢
詩
人
で
、
画
や
書
に

巧
み
で
、
大
田
南
畝
と
も
交
流
が
あ

っ
た
。
ま
た
そ
ば
の
筆
塚
は
日
野
宿

の
谷
戸
に
住
む
手
習
い
の
師
匠
文
栄

に
習
っ
た
上
宿
の
若
者
中
が
文
化
９

年
（
１
８
１
２
）
に
立
て
た
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
多
波
の
土
産
」
は

日
野
宿
の
様
子
を
描
い
て
い
る
が
、

往
き
に
通
っ
た
松
連
寺
や
高
幡
不
動

尊
の
記
述
も
詳
し
く
、
市
域
に
と
っ

て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

（
ふ
る
さ
と
博
物
館　

鈴
木
淳
世
）

※
「
多
波
の
土
産
」「
百
草
松
連
寺
の

記
」
な
ど
の
紀
行
文
は
『
日
野
市
史

資
料
集
』
続
地
誌
編
に
収
載
さ
れ
て

い
ま
す

館な
ど／競技かるたの指導、練習会／

１回１００円※初心者歓迎・指導あ
り／伊

藤（�５８３－０４１８）
★ハーモニカサークル「かわせみ」
毎月第２・第４木曜日午後１時～３
時／中央公民館な

ど／月３千円※指導
あ
り／坂本（�０９０－７８２７－５１５７）
★桜会　毎月第３木曜日午後１時～
３時／中央公民館な

ど／講座、桜の古
木を訪ねる日帰りツアー／入会金１
千円、年７千円※指導あ

り／山口（�
５９２－８０４７）
★百草ＥＳＳ　毎週木曜日午後８時
～９時／福祉支援センターな

ど／時事
英語を通して会話を楽しむ／月４千
円※外国人講師の指導あ

り／越智（�
５９２－２６６６）
★書道「書芸泉心会」　 毎月第２・
第４木曜日午後１時～５時／平山地
区センターな

ど／初歩～師範※指導あ
り

／月３千５００円／林田（�５８１－７５８５）
★日本画サークル　毎月第１・第３
火曜日午後１時３０分から／中央公民
館な

ど／初心者歓迎。指導あ
り／月２千

５００円／中嶋（�５８１－０８７０）
★日野走友会　毎週日曜日午前７時
３０分（５月～９月は６時３０分）浅川
スポーツ広場前集合／浅川土手を走
る／年３千円※体験あ

り／染谷（�５８４
－６６７１）

★年代別バドミントンダブルス大会
４月２４日�午前９時から／南平体育
館／男子・女子ともにペアの合計年
齢でクラスわけ／市内在住・在勤・
在学者対象／１組３千円、連盟登録
者２千円／４月１２日�までに所定の
用紙（南平体育館にあり）に記入し、
〒１９１－００５２東豊田１の５５の１２大西
喜美子（�５８３－８３６９）へ
★空手道体験教室　４月２日�・９
日�・２３日�、５月１４日�・２１日�
・２８日�午後１時～３時／健保プラ
ザ（日野台）／４歳以上対象／５００円
／トレーニングウエア持参／日野市
空手道連盟（日野�５８２－３５９８）
★日野市卓球選手権大会（シングル
ス）　 ５月１日�午前９時から／南
平体育館／１種目１千円（連盟登録
者８００円）、ジュニア・ガデット５００円
／４月１１日�までに参加費を添え
て、〒１９１－００３１南平５の６の２今
井勇（�５９１－５８９９）へ
 

　先着順で掲載します。２度目以降
の掲載は前回掲載日の３カ月後から
受け付けます。
★懐かしい童謡や簡単な民謡を大正
琴でひきませんか　月２回／生活・
保健センターな

ど／１回１千円／松山
（�５８６－２０８９午後７時まで）
★囲碁「八目会」　 毎週金曜日午後
１時～５時／中央公民館高幡台分
室な

ど／入会金１千円／松井（�５９２－
２４２３）
★おもしろ英会話サロン　毎週水曜
日午後１時３０分～３時／多摩平の森
ふれあい館な

ど／１回１千円※指導あ
り

／早川（�５９３－４６１６）
★生涯学習「あけぼの会」　 毎月第
２水曜日…身近な法律講座、第３水
曜日…行政講座／午前１０時～正午／
高幡図書館な

ど／１０人／月１千円／佐
藤（�５９１－２７２０）
★社交ダンス「かしの木７期会」　
毎週水曜日午前９時３０分～１１時３０分
／富士電気体育館な

ど／多少の経験者
対象※見学歓迎／入会金１千円、月
２千円／栗田（�５９１－３５２１）
★八王子こどもミュージカル　毎週
水曜日午後６時～８時／八王子クリ
エイトホールな

ど／歌・ダンス・演技
※指導あ

り／小・中学生対象／入会金
６千円、月７千円／河西（�０４２６－
４４－４４７９）
★花架拳ひの　毎週木曜日午前１０時
～１１時３０分／生活・保健センターな

ど

／ストレッチと練功十八法／月３千
円※指導あ

り／峯岸（�５８１－７５８３）
★中高年のエアロビックとボールエ
クササイズ「マリリン」　 毎週水曜
日午前１０時３０分～１１時３０分／中央公
民館高幡台分室な

ど／入会金１千円、
月２千５００円※指導あ

り／渡辺（�０４２６
－５６－３３１０）
★日野空手同好会　毎週日曜日午後
３時～５時／高幡不動尊な

ど／運動不
足・ストレス解消／小３以上対象／
１０人／佐藤（�５９１－２７２０）
★新婦人テニス小組　毎週日曜日午
前９時から／中学校テニスコートな

ど

／経験者の女性対象／月１千円／中
馬（�５９１－３２８６）
★日野百人一首の会　毎週土曜日午
後１時～５時／多摩平の森ふれあい

会員募集会員募集

８４

■
日
野
市
国
際
交
流
協
会
が
ス
マ
ト

ラ
島
沖
地
震
被
害
者
に
バ
ザ
ー
売
上

金
等
を
寄
付

 　

去
る
３
月　

日
に
、
新
町
交
流
セ

１３

ン
タ
ー
で
、
日
野
市
国
際
交
流
協
会

が
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
災
害
救
援
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
バ
ザ
ー
等
の
売
上
金
や
寄
付

金
等　

万
４
千　

円
が
、
日
野
市
総

１２

８８３

務
課
か
ら
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
被

災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
被
災
地

の
１
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま

す
。

�
歌
川
広
重
「
日
野
の
渡
し
」（『
絵
本
江

戸
土
産
』　

）
１０

　去る１月２０日に、都庁で行われた平成

１６年度東京都広報コンクール（広報紙区

市部門）で、「広報ひの」平成１６年１月

１日号が二席を受賞しました。

　対談形式による市民の紙面参加で新選

組と日野市の関わり・歴史をわかりやす

く伝えている点や、新選組フェスタin日

野の関連記事等が評価されました。

　これからも、わかりやすく、皆さんに

親しまれる紙面づくりを目指します。

 （市長公室広報担当）

��������	
��������	

広報ひの  

二席
を受賞を受賞


